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報告セグメントの変更ならびに減損損失の計上および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2025年８月１日開催の取締役会において、2025年12月期第２四半期連結決算より報告セグメントを変更する旨

を決議いたしました。また、2025年12月期第２四半期連結決算において減損損失を計上するとともに2025年２月13日に 

公表いたしました2025年12月期の通期業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

  

記 

 

１．報告セグメントの変更 

（１）報告セグメント変更の理由 

2025年８月１日付「新中期経営計画『Vision 2030』に関するお知らせ」に記載のとおり、当社は新たに中期経営計画

「Vision 2030」を策定いたしました。当社は従来、「飲料事業」の単一セグメントとしておりましたが、「Vision 2030」

の実行と目標達成に向けて各ビジネスユニットの適性に応じた事業運営を行っていく体制としたこと、および、ビジネス

ユニット別のマネジメント報告体制を確立したことにより、報告セグメントを以下のとおり「ベンディング事業」、

「OTC(手売り)事業」および「フードサービス事業」の３つの区分に変更することといたしました。 

※新中期経営計画の詳細は「新中期経営計画『Vision 2030』に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

（２）変更後の各報告セグメントの内容 

報告セグメントの名称 事業内容 

ベンディング事業 

 

日本のベンディングチャネルにおける飲料等の仕入、製造・販売、ボトリング、 

パッケージング、流通およびマーケティング、ならびにその他の自動販売機関連事業 

OTC事業 日本のスーパーマーケット・ドラッグストア・量販店・コンビニエンスストア、 

オンライン等のOTC(手売り)チャネルにおける飲料等の仕入、製造・販売、ボトリング、

パッケージング、流通およびマーケティング事業 

フードサービス事業 日本のレストラン・フードサービスチャネルにおける飲料等の仕入、製造・販売、 

ボトリング、パッケージング、流通およびマーケティング事業 
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（３）報告セグメント変更の時期 

本日発表の「2025年12月期第２四半期（中間期）決算短信〔IFRS〕（連結）」より新セグメント区分にて報告いたします。 

 

 

２．減損損失の計上について 

当社は中期経営計画「Vision 2028」を発表した2023年以降、業績と変革の両面において、大きな成果を残してきまし

た。事業利益を２年間で260億円以上改善、トップライン成長を実現するとともに変革を通じて約100億円のコスト削減を

実現してきました。そして、「Vision 2028」で掲げる主要施策が確実に前進して成果を残してきたことから、今後の 

さらなる成長を目指すべく、「Vision 2028」を上方修正し、新たな中期経営計画「Vision 2030」を策定いたしました。 

当社は従来、IAS第36号「資産の減損」に基づく減損会計の適用にあたっては、全社一体を資産の資金生成単位として

識別していましたが、「Vision 2030」の実行と目標達成に向けてビジネスユニット別のマネジメント報告体制を 

確立したことなどから、「ベンディング」、「OTC」および「フードサービス」の３つの資金生成単位を識別することと

しました。このうち「ベンディング」について、資産が減損している可能性を示す兆候が把握されたため、減損テストを

実施しました。この結果、2025年12月期第２四半期連結決算において「ベンディング」の資産について帳簿価額を 

回収可能価額まで減額し、88,135百万円を「減損損失」として計上することといたしました。これにより、将来の最適な

資本配分の実現に向けた利益基盤の再構築を加速できるものと考えております。 

 

 

３．通期業績予想の修正について 

（１）2025年12月期通期連結業績予想数値の修正（2025年１月１日～2025年12月31日） 

 

売上収益 事業利益 
営業利益

(△は損失) 

税引前利益

(△は損失) 

当期利益

(△は損失) 

親会社の所有者

に帰属する当期

利益(△は損失) 

基本的１株当

たり当期利益

(△は損失) 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

 

906,100 

百万円 

 

20,000 

百万円 

 

18,000 

百万円 

 

17,600 

百万円 

 

11,000 

百万円 

 

11,000 

円 銭 

 

64.15 

今回修正予想 (B) 906,100 23,000 △67,100 △67,600 △48,400 △48,500 △283.51 

増減額 (B-A) － 3,000 △85,100 △85,200 △59,400 △59,500  

増減率 (%) － 15.0% － － － －  

（ご参考） 

前期連結実績 

（2024年12月期） 

892,681 12,046 13,390 

 

 

12,896 7,389 7,309 40.76 

(注)当社は、2025年８月１日付「自己株式取得に関するお知らせ」にて開示したとおり、自己株式の取得について決議いたしました。 

今回発表予想の基本的１株当たり当期利益については、当該自己株式の取得の影響を考慮しております。 
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（２）通期業績予想の修正の理由 

 当中間連結会計期間(2025年１月１日～６月30日)におきまして、売上収益は前年同期比1.6%の増加、事業利益は43億円

の増益となり、2025年２月13日に公表した通期業績予想に対して順調に推移しております。このようななか、事業利益に

つきましては上記の減損損失計上による減価償却費減少および上期の増益トレンド、ならびに日本コカ･コーラの 

市場動向変化に対応したマーケティング投資手法の変更にともなう当社への減益要因を織り込み、上方修正いたしました。

営業利益、税引前利益、当期利益、親会社の所有者に帰属する当期利益につきましては、減損損失を計上したことにとも

ない、前回予想を下回る見込みとなりましたので、通期業績予想を修正いたしました。 

なお、今回の業績予想の修正にともなう配当予想の修正はありません。 

 

 

※業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後さまざまな要因によって業績予想とは異なる可能性があります。 

 

 

 

以 上 


